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平成２３年１１月　５日(土)　　　司会：島守　広恵　　記録：小泉　彰
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

＜患者様情報＞

・畑中　聖志様～23歳、うつ病。平成19年4月千葉工業大学に進学し、大学卒業後同学院（機械サイエン専攻）に進学する予定で、進学前より研究を開始するため、平成22年より大学院にて金属材料の研究を開始していた。同年9月より研究室に配属になった研究員（教授の後任者として招いた）が学生に対し厳しく、物品管理が厳しいことや研究内容で叱責を受けることがあった。平成23年4月大学院生となり研究を継続、6月から学生の指導を院生である患者様が行っていたが学生の失敗に対し、連帯責任をとるように言われたりなど、厳しく言われるようになる。6月末より頭痛が生じ7月中旬より抑うつ感、意欲低下がみられ、8月には指導していた学生が自殺することもあり、吐き気、食欲低下、10月から睡眠障害も出現し、27日から大学は欠席し、教授より精神科受診勧められ、当院へ相談し受診となる。精神神経用剤（ドグマチール、リフレックス）、抗不安薬（エスタゾラム）が処方となる。今後は定期的な受診と静養が必要との事。うつ病について説明し、１ケ月間休学のため診断書作成している。























